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　医科大学の国際認証時代が迫ってきている。2010年 9月に米国 Educational Commission for Foreign Medical 
Graduates （ECFMG） が公示した国際認証評価実施方針が契機となり日本で議論が高まったが、国際的には以
前から世界医学教育連盟政策決定会議などで議論されていた。医学研究、あるいは医療にかかわる薬物、医
療機器などの流通はボーダーレス化しているが、日本の医療そのものは国内完結的である。医療は固有の制
度の中で、日本で教育を受けた医療者が大部分を担っている。医師不足といわれても、国外から医師を輸入
する動きは今のところない。一方国外では、患者、医療者、医学生が国際的に移動する時代になってきた。
各国で異なる医療制度あるいは医学教育制度のなかで移動する医療者、医学生がどのような教育を受けたか
は、受け入れる国の医療水準に関わる。そこで国際的に医学教育の質保証を行うことが論議され、その結果
医科大学の国際認証の具体化が論議されている。日本では高等教育機関全体の質保証は議論されているが、
分野別質保証すなわち医科大学の質保証と認証制度は検討段階である。されば医科大学は、全体の方針が決
まるまで動向を静観していればよいのであろうか。
　大学とは本来自律的に高質の教育を提供する組織である。認証とは教育機関が自ら進める教育改良と質保
証を社会が認知するために行うのであって、認証のための教育改革は本末転倒である。今各医科大学は、認
証評価基準と認証評価制度が今後どうなるかを固唾を飲んで見ている観がある。しかし自校の教育を自ら検
証し教育の質を外部から見ても誇れるようにしておくことが本来の姿である。医療者・学生が国際的に活動
するのであれば、その数の多寡にかかわらず国際社会からは教育の質保証が求められるのは避けられない。
世界が水準の高さを認める我が国の医療を支える医療者を教育している日本の医科大学の教育が、世界水準
に劣るはずがない。医科大学は自信を持って行動して良い。
　以前の本巻頭言で「粉砕的変化（破壊的イノベーション）」について述べたが、医学教育で現実として考
える時期に来たと言える。教育の国際化により質保証のない国外で教育を受けた医療者が日本の医療に流入
する可能性もある。すなわち破壊的イノベーションに相当する医学教育が参入する可能性が高まる。国際質
保証時代を利用した日本の医科大学の自律的な質保証が、医療の質を維持する重要な要素となる。
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